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中国におけるソーシヤノレ＠キャピタノレ研究の現状に関する一考察
一社会構造を中心としたソーシヤノレ＠キャヒ。タル論に着目して一
0 はじめに
張揚
中国では、 1990年代半ば以降にソーシヤル・キャピタル（socialcapital)の概念、理論、
特徴と測定方法を巡る外国の研究が紹介された。 2000年以来、中国におけるソーシヤル・
キャピタル論研究は外国研究に関する議論から中国社会の現状に関連付けた実証研究まで
に拡大してきた。そして、ソーシヤノレ・キャピタノレの理論と実託研究は、現在、中国の研
究者の大きな注目を集めている。中国における最大の学術データベースである中国知網
(CNKI）で検索（検索条件：キーワードと論文タイトノレともにソーシャル・キャピタルを
含むこと）すると、ソーシヤル・キャピタル論に関わる論文は 4,498件にのぼる。そのう
ち、 1995～1999年の論文は 24本であったが、 2000～2004年の論文は 1,183本であった。
本稿は、中国におけるソーシャル・キャピタルの諸先行研究を整理し、以下の 2つの点
について考察を加えるものである。一つは、中富においては、多様な存在の総体と見なさ
れるソーシヤル・キャピタルについてどのように認識され、ソーシャル・キャピタルの基
本概念、はどのように議論されているのか。もう一つは、近年、中国におけるソーシャル・
キャピタル研究はどのような社会問題に焦点付けられ、主にどのような実証研究がなされ
てきたのか。筆者は日本で学んだソーシャル・キャピタル論を念頭に入れ、日中比較の視
点を用いて中国におけるソーシヤル・キャピタル研究の特徴を考察したい。
1 ソーシャル・キャピタルの概念と測定方法について
ソーシヤノレ・キャピタルは社会的ネットワークを資源とみなす考え方に基づき、経済的
資本と同様に評価可能かっ蓄積可能な「資本」として位置づけ、日本語訳として「社会関
係資本Jが一般的となっている九一方で、中冨におけるソーシャル・キャピタル論は 1990
年代半ば以降に紹介され、「社会資本」と直訳された。 1995年、李氏は私営企業の発展過程
における社会ネットワークの重要性を論じる際にソーシャル・キャピタノレ概念を用いた。
しかし、当時はまたソーシヤノレ・キャピタル論は学界で、注目されるに至らなかった。以後、
2000年までソーシャル・キャピタノレに関する論文は僅か24本であった。だが、 2000年に
辺燕傑・丘海雄の「企業的社会資本及其功効jが発表されて以来、ソーシャル・キャピタ
ノレを巡る研究は急増してきた。現在、中国の社会科学研究においてはソーシヤル・キャピ
タノレ研究がもっとも隆盛だと言われている20
現在、ソーシャル・キャピタルを研究する学者は多様な視点を持ち、各自の研究に基づ
いてソーシヤノレ・キャピタルを定義する。そのため、ソーシャル・キャピタルの理解と定
義は多様で、明確な概念、はないというのが現状である。また、研究者による理解は主に欧
1糸林義史「ソーシヤノレ・キャピタルと新しい公共性j『文化女子大学紀要 人文・社会科学研究J第 15
巻、 2007年、 p75
2張文宏「中国的社会資本研究：概念、操作化測量和経験研究j『社会学研究』 2007年第3期、 ppl42・149
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米諸国の研究に依存しており 3、まず、欧米でこの議論に基づいてソーシャル・キャピタル
の概念は表 1のように提示されている。
表 1 代表的論者のソーシャル・キャピタル概念
論者 概念（提出年代）
L o u r y 標準的な人的資本の特徴である社会的地位の獲得を促進する資本である。（1977)
Bourdieu 
｛密人が権力やリソース配分の決定権へのアクセスのためにもっている家族・血縁関係や
人的ネットワーク、コネクションといった資源の総体である。（1986)
ソーシャル・キャピタルの定義はその効能からなのである。それは異なる形式の実体を
Coleman 持ち、以下の 2つの共通点を有する。①ある側面の社会構造であり、ある個人の特定の
行為を促進する。②生産的で、あり、特定の目的を実現することを可能にする。（1990)
ネットワークがそのネットワークにある各アクターに資源あるいは資源を統制する力を
B u r t 
付与し、それは情報利益と統制利益をもたらせる。（1992)
Putnam 
人々の協調行動を活発にすることによって社会の効率性を改善できる、信頼、規範、ネ
ットワークといった社会組織の特徴である。（1993)
ソーシャル・キャピタルを信頼が社会に広く行き渡っていることから生じる能力と説明
Fukuyama 
し、信頼のレベルが経済競争力や民主主義の度合いを条件付けるとした。（1995)
P o r t s 
個人が社会構造あるいはネットワークを通して希少財を獲得・利用する能力を指す。
(1998) 
W o r 1 d 社会構造全般と対人関係に関わる個人の行為を規定する規範全体。（1998)
B a n k 
Lin Nan 
ネットワークを通じて獲得できる資本であるし、ネットワークに埋め込まれて行為者が
利益のために接触または使用できる資源でもある。（2001)
0 E C D 
ク、、ループ内部またはグループ間での協力を促進できる共通の規範や価値観、理解を伴つ
たネットワークを指す。（2001)
上述のような概念整理を通して、現在のソーシャル・キャピタルについての解釈は主に 2
つに分けられる。つまり、 Loury、Bourdieu、Coleman、BurtとPortsなどの論者はネッ
トワークという構造的な側面を主に論じていることに対して、 PutnamとFukuyamaなど
を代表とする論者は信頼や規範などの認知的な側面を重点的に論じている。また、糸林
(2007）はこの研究の流れを個人主義的、競争的なソーシヤル・キャピタル論と公共的、
連帯的なソーシヤノレ・キャピタノレ論に分けている。これを踏まえ、中国でいったいどのよ
うなソーシャル・キャピタル論が展開されてきたのかを見てみたい。 1990年代後半以降の
ソーシャル・キャピタノレの概念をめぐる研－究は、主に以下のようである。
まず、個人的なソーシヤノレ・キャピタル論を検討する研究者は以下の通りである。李春
玲（1997）によれば、ソーシヤル・キャピタルは倍人が成長する時期における社会全体、
コミュニティーと家庭などの環境要素である。それらの要素のうち、生活環境が都市であ
るかあるいは農村であるかが最も大きな影響因子であると指摘した。朱国広（1998）によ
れば、ソーシヤノレ・キャピタルは倍入、組織または社会全体が所有する可能性があり、転
移不可能性、具体性、個人特質依存性を持っている。丘海雄（2000）によれば、ソーシャ
ル・キャピタノレは行動主体と社会の連結であり、また、この連結を用いて希少財を獲得す
3挑福喜・徐尚昆「国外社会資本理論研究進展J『全球視野・理論月干IJ』2008年第 5期、 p147
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る能力を指す。
一方、ソーシャル・キャピタルを公共財とし、社会全般における信頼・規範と解釈する
研究も見られる。張其仔（1997）によれば、ソーシヤル・キャピタルは社会的ネットワー
クとみなされ、人々の問に存在する無形の純粋公共財であることが特徴である。李恵、斌・
楊雪冬（2000）によれば、ソーシャル・キャピタルは物的資本、人的資本と異なり、規範・
信頼・ネットワークに基づき、社会の対人関係に対して質と量の面で影響を与える組織構
造、相互関係と信念であり、生産性を持つ社会ネットワークであるという。つまり、同じ
共同体にある個人または組織は内部と外部における長期的な相互交流によってお互いに信
頼関係を作り、信頼関係の形成とともに蓄積したのは伝統、歴史、価値観、信仰と規範で
ある。羅家徳、越延東（2005）はソーシヤノレ・キャピタルを個人財と集団財に分け、個人
ソーシヤル・キャピタルと集団ソーシャル・キャピタルと名付けた。集団ソーシャル・キ
ャピタルは公共財を指し、マクロ的な集団内部の社会関係と棺互信頼、または集団行動を
促進することと資源を創出する集団の構造方式を含む。
ここで、ソーシャル・キャピタルの概念、について被引用数4が一番多い辺燕傑氏の定義を
説明する。辺（2004）は 3つの点からソーシャル・キャピタノレを論じた。第一に、ソーシ
ヤル・キャピタルは社会ネットワークであり、個人は社会ネットワークを多く持てば持つ
ほど、その人のソーシャル・キャピタルの所有量が多くなる。第二に、ソーシャル・キャ
ピタノレは社会ネットワークの構造であり、高密度の社会ネットワークは偲人が集団の規範
を守るように導きやすい。逆に、低密度の社会ネットワークは上述のような力を低下させ、
ネットワークの中心点に立つ個人に情報とコントローノレの優位性を提供し、その人の競争
力を強める。第三に、ソーシャル・キャピタルは社会ネットワークの資源であり、それは
個人が作った社会ネットワークでもある。社会ネットワークにおける個人の位置付けは、
その人がネットワークを通じて活用できる社会資源の量によって表される。上述の内容を
総合的に分析したうえで、辺は「ソーシャル・キャピタルの存在形式は社会行動者間にお
けるネットワークで、その本震はネットワークに含まれ、社会行動者の間に転移できる資
源である。社会行動者は単独で資源を所有することができず、ネットワークを通じて資源
を獲得、蓄積する以外にないJ5と述べた。
上述のように、ソーシヤノレ・キャピタルの概念は多様で、あるため、その測定方法も大き
く異なっている。たとえば、辺（2004）はネットワークの規模、ネットワークの頂点、ネ
ットワークの高低の差と不ットワークの構成という 4つの要素を用いてソーシャル・キャ
ピタルを測定する。ネットワークの規模が大きければ、そこから生じる情報、人間関係は
豊かになる。ネットワークの頂点が高いというのは、そのネットワーク中に地位が高く権
力や影響力が大きい者が多いことを意味する。ネットワークの高低の差は大きい、つまり、
そのネットワークに居るメンバーが異なる職業または職位に就き、メンバ一同士が有する
資源と影響力の互麟性が高くなるということである。ネットワーク構成が合理的であるこ
とは、豊かな資源を有する社会階層と高い密度の関係を持つことを指す。また、羅家徳、
超延東（2005）は 2つの方面から私的財とするソーシャル・キャピタルの測定について述
4 CNKIの統計データによれば、同研究論文の被引用数は 1,294回である。
5辺燕傑「都市住民社会資本的来源及作用：網絡観点と調査発現」『中国社会科学』 2004年第3期
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べた。一つは、個人的に動因できる資源の総量、つまり、個人がどれぐらいのソーシャル・
キャピタノレの量を所有するかを測定することである。もう一つは、個人が実際に使用する
ソーシヤル・キャピタルの量を測定することである。
上述の研究レビューから、中国の多くの学者は基本的に社会的ネットワークという視点
でソーシャル・キャピタルを研究していることが見出される口稲葉（2011）はソーシャル・
キャピタルを公共財、私的財とクラブ財の 3つに分類し、信頼・規範などの価値観は社会
や広範なグルーフ。に関するものである場合が多いが、それらは多くの場合、対象となるメ
ンバー全体への信頼や規範で、あり、特定の個人に対する信頼・規範ではないと指摘した。
また、ネットワークは基本的に個人や企業などの問に存在するから私的財としての性質を
持っているとも述べた。現在、中国におけるソーシャル・キャピタルに関する研究は私的
財に重きを置いていることが明らかである。また、ソーシャル・キャピタルを公共財とみ
なした研究も信頼や規範を重点的に論じるのではなく社会ネットワークを研究対象とする
傾向が強い。こうした研究内容からみれば、現在中国におけるソーシヤル ・キャピタルに
ついての理論研究は主に不ットワークという構造的な側面をめぐって行なわれているとい
う特徴がある。
2 ソーシャル・キャピタルを巡る実証研究
近年、中国におけるソーシヤノレ・キャピタルに関する実証研究は社会学、政治学と経済
学と教育学などの様々な領域において展開されている。その数は多く、そのすべてを本稿
で検討することは難しい。そこで、中国知網に登録された論文のうち、被引用数が多い論
文をピックアップし、 4つのタイプに分類しながら簡潔なレビ、ューを行なう。
2. 1異なる社会階層のソーシャル u キャピタルとその影響力について
辺（2004）は、実証研究を通して、中国では異なる階層の都市住民が所有するソーシャ
ル・キャピタルの差が大きいことを解明した。辺は 1999年、中国の長春、天津、上海、広
州とアモイの 5つの都市において任意抽出法によって 4,741の家庭を対象にアンケート調
査を実施した。向調査によれば、職業が行政幹部、経理と専門技術職の場合、ソーシャル・
キャピタルは最も大きい。次いて大きいのは、一般事務員とブルーカラーで、最小が自営
ブ〉ルーカラーや一般労働者である。社会階層と職業活動はソーシャル・キャピタルと関連
するが、両者は異なる役割を果たしている。社会階層は社会的ネットワークの拡大を制限
し、ソーシャル ・キャピタルの蓄積を制約する。職業活動は人々に社会機会を提供する。
社会階層と職業活動における優位性はソーシャル・キャピタルへの転換が可能で、あること
が明らかになった。
また、辺は調査対象者が新年挨拶を行なう範囲についての分析を通して、以下の 3点を
指摘した。①ブ？ルーカラ一家庭の社会的ネットワークは階層内部に限られ、孤立状態に陥
りやすい。②官僚階層は特定の階層としか交流関係を作らない。官僚階層は高い社会階層
と豊かな資源を占めるにもかかわらず、異なる職業階層との関係作りには積極的ではない。
③専門技術織と経理などの階層は階層内部での交流関係が不明確で、この階層に居る人々
が所有する権力は彼らの社会交流を遮断する可能性が高い。要するに、階層構には相互に
隔離し合う傾向が強く、人々の交流は同じ階層内に限定されることが明らかである。
???「 「
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朱旭i峰（2006）は構造主義の視点から中国の政策エリート6のネットワークの全体構造と
ネットワークの階層構造について分析を行なった。政策エリートは社会関係作りに多くの
時間を投入した場合、大きな社会的ネットワークを形成できる。政策エリートが持ってい
るソーシヤノレ・キャピタルに影響を及ぼす要素はネットワークへの投資、知識活用能力、
職業流動体制の安定性と行政級である。高学歴、海外留学経験と高い行政級を持つ政策エ
リートはソーシャル・キャピタルを蓄積しやすい。逆に、この階層の人々にとっては、職
業変化は自身のソーシャル・キャピタノレの蓄積にとって役立たない。
また、経営者が持つソーシヤノレ・キャピタルについての研究も行なわれている。張厚義
によれば、経営者はソーシャル・キャピタルを最も重要視し、彼らにとって、大きな社会
的ネットワークの形成はビジネスの秘密より重要であることが指摘された。そして、経営
者たちは様々な方法を通して政府宮僚、銀行員と「関係jを作っていることが特徴である。
李国強（2009）は異なる社会階層の家庭が持つソーシャル・キャピタノレについて研究し、
それがどのように児童＠生徒の教育状況に影響を与えるかを解明した。国家公務員、専門
職と大手企業の経営者などの社会階層が高い家庭が持つソーシヤル・キャピタノレは豊かで、
強し 1タイプと名付けられた。逆に、普通労働者の家庭が持つソーシヤノレ・キャピタルは乏
しく、弱いタイプである。本研究によれば、両タイプは学校参加過程において大きな違い
が存在し、子供の成長に異なる影響を与え、結局教育の不平等を促したとしづ。具体的に
は、次の 4つの点にまとめられる。
①強いタイプは弱し 1タイプより頻繁に学校の教育活動に参加し、学校教員と連絡を取る0
~~し 1 タイプは積極的に学校教員に連絡を取ることがなく、学校や教員からの連絡を待つこ
とが特徴である。②強し 1タイプは学校教育の参加を通して学校或いは教員の意思に影響を
与える。弱いタイプは排除されやすく、学校教育に参加できない状態に陥るか或いは学校
と対等の関係を結べない。③両タイプでは学校生活で子どもが困難を抱えた場合の対応方
法が異なる。強いタイプは積様的に学校に連絡を取り、多様な方法で対処する。逆に、弱
し＼タイプは単純で受動的な対処方法を用いる。④教員が子供に対して適切ではない行為を
取った場合では、雨タイプの反応が異なるD 強いタイプは積極的に学校と連携をとり、解
決方法を探る一方で、弱いタイプは消極的なやり方で対処する。それ以外には、強いタイ
プは子供の成長に合わせ、より良い教育資源を提供するために、学校選択或いは教員選択
を行なう。~~し 1タイプは子供に豊かな教育資源を提供できない。
2. 2 社会階層地位の獲得の過程におけるソーシャル省キャピタルの効果について
Granovetter (1973）は、人が社会ネットワークを利用して求職活動を行なうときには、
結合型のソーシャル・キャピタルより橋渡し型のソーシヤル・キャピタルのほうが有効だ
と述べた。しかしながら、中国の研究者は事例研究を通して、異なる結果を発見した。た
とえば、辺（1998）は中国における求職活動についての研究を行い、中国人は求職をする
ときには結合型のソーシヤノレ・キャピタルと橋渡し型のソーシャル・キャピタノレを混用し
ていることを明らかにした。｛也の研究者も調査を通して、社会階層の獲得過程におけるソ
6政策の設定に対して産接の決定権を持たないが、政策研究の成果を以って政策制定に対して影響を与え
るエリート集団を指す。
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ーシャル・キャピタルの効果について以下のように論じた。
焚平（2004）は 2001年中国のは省 73区におけるアンケート調査（調査対象者： 6,193
人）から得たデータに基づき、社会階層の分化と流動の過程においてはソーシヤル・キャ
ピタルがどのような役割を果たしたかを分析した。分析の結果は次の通りである。ソーシ
ヤル・キャピタルは社会階層の再生産過程において重要な役割を果たす。経済資源、権力
資源と文化資源はより高い社会階層を獲得できるかどうかの基礎であるが、三者は必ずソ
ーシヤノレ・キャピタルを媒介にして機能する。就職市場の競争が激しくなる中で、ソーシ
ヤル・キャピタルが果たせる効果は拡大している。個人はソーシヤル・キャピタル、学歴
と能力を以て将来の社会階層地位を獲得する。
局玉（2006）によれば、社会階層が高い幹部にとっては、より高い地位を獲得するため
に、ソーシヤノレ・キャピタルが非常に重要な役割を果たしている。とりわけ、社会ネット
ワークの頂点、両親の職業、重要な関係者の地位及びその関係者との関係などの要素が地
位獲得に大きな影響を与える口高い地位を獲得するために、地位の高い重要関係者と親密
な関係を作ることは広い社会ネットワークを作ることより重要である。
範成傑（2006）は都市住民の社会背景と職業適応度の関係について調査を行った。範は
事例研究を通して、都市住民が職業に適応するか否かはその人の政治身分、仕事に対する
態度、本人の職位と両親の職位に影響される一方で、社会ネットワークにも影響されるこ
とを指摘した。調査対象者が有する社会ネットワークの規模はその人の職業適応度に対し
て正の影響を与える。換言すれば、都市住民は大きな社会ネットワークを有すると、社会
活動力が強くなり、利用できる資源も豊かになり、職業に適応する能力も高くなる。
また、越延東（2006）によれば、失業者たちは求職活動を行なうときには、主に結合型
のソーシヤル・キャピタルを利用しているということである。失業者たちはソーシャル・キ
ャピタルへのアクセスが多ければ多いほど、求職活動を円滑にする可能性が高い。そして、
彼らが獲得した仕事の質は求職活動で活用する関係者の社会地位と関連する。失業者にと
っては、求職活動のうえで、社会階層が高い者とつながれば、良い仕事を獲得しやすい。
一方で、ソーシャル・キャピタノレは大学生の就職活動にも大きな影響を与えている。陸
寅申（2008）は上海市8校の大学の 281卒業生にアンケート調査を実施し、そのうち、47.7%
の大学卒業生はネットワークを利用して就職でき、79.6%の大学卒業生はネットワークが就
職に非常に重要であると認識した。こうして、ソーシヤノレ・キャピタルの大学卒業生の就
職活動に対する影響を分析した上で、陸は以下の 3点を解明した。
①中国においては急速な高等教育拡大によって大学卒業生が急増したため、卒業生にと
って就職の圧力が強くなった。だが、現在中富における競争体制には欠陥があるため、大
学卒業生は自由に競争できない。この場合、ソーシャル・キャピタルが重要な役割を果た
している。②就職活動における親友と家族などの結合型ソーシャル・キャピタルの役割は
大きく、家庭、血縁によって形成した社会ネットワークは大学卒業生の就職に一番重要な
役割を果たす。③大学生は多くの社会活動やサークノレ活動に参与し、個人ネットワークを
拡大し、ある程度のソーシャル・キャピタルを形成する。このソーシヤル・キャピタルの
蓄積は大学生の就職に優位性をもたらす。
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2. 3 ソーシャル・キャピタルと市民の政治参加、関係及び信頼との関係について
林緊任・劉翠霞（2005）はパブリックモラル、公共参与、行為法員iJ、信頼安全感とネッ
トワークの 5つの要素から山東省の農村地域におけるソーシャル・キャピタル状況を調査
した。農村地域においては伝統性と家族主義が依然として強し＼が、農民はほとんど社会活
動に参加しない。一方で、従来と比べれば、親族に対する信頼は血縁関係だけに依存する
のではなく、頻繁な交流によって培った感情に基づいて作られたのである。人と人の間で
頻繁な交流が行われ、ソーシヤノレ・キャピタルは以前より豊かになったことが明らかであ
る。
張偉明・劉艶君（2012）は 2011年漸江省の 189村の資源状況、村内活動、公共組織と
管理状況について村民を対象にアンケート調査とインタビュー調査を行い、ソーシャル・
キャピタノレと農村管理の関係を明らかにした。具体的には以下の通りである。現在、経済
発達地域の農村で新たな村民自治会が作られたD 村民自治会は従来のような血縁関係によ
って作られた集団ではなく、村では尊重される人々が中心人物となり、それらの意思や考
え方に賛同する人たちによって作られる自治会である。各種の自治会内部の信頼、関係、が
強く、村委員会（行政機構）に大きな影響力を持つ。このような村民自治会は現代農村に
おけるソーシャル・キャピタルとして、新たな資源となり、農民の政治参与、行為意識及
び村の管理に大きな役割を果たしはじめた。
拐栄（2006）は実証研究を通して、市民信頼の構造及びその形成に対する影響要素を明
らかにした。中国における市民信頼は特殊信頼、普通信頼と低級信頼という 3層構造を成
している。信頼度が一番高いのは、血縁関係のある親族または頻繁な交流を行なう親友に
よって形成された特殊信頼ネットワークで、その次は、自分と協力関係を持つ会社の上司、
同僚または隣人である。それ以外の身の回りの人々あるし＼はインターネットの友人に対す
る信頼度はかなり低い。このように、中国における市民信頼は序列化している。さらに、
胡は信頼度に影響を及ぼす諸要素を分析したうえで、収入及び社会活動への参加が最も大
きな影響要素であると指摘した。中国では社会経済地位の高い人は他人に対する信頼度が
高い、また、社会活動に多く参加する人は他人に対する信頼度が高い。そして、社会活動
に多く参加する人は主に社会経済地位の高い人であることも明らかである。その理由につ
いて、胡は以下のように解釈する。他人を信頼することによってリスクが生じる可能性が
高くなるのが現実であるD だから、そもそも社会経済地位が低い人はそのようなリスクを
下げるために、簡単に他人を信頼しない。だが、社会経済地位が高い人は豊かな社会資源
を所有し、そのリスクを担う力も強い。このような人はソーシャル・キャピタルの有用性
を重視し、ネットワークを形成するためにより積極的に他人を信頼する。
桂勇・黄栄貴（2008）は 2006～2007年に上海市の 50の「社区J7 (gated community) 
を対象にし、現代中国の「社区」における市民関係、市民間の信頼度及び市民活動の状況
について調査を行なった。事例調査を通して、同研究は現代中国の大都市におけるソーシ
7現代中国における「社区j は主に以下のような解釈がある。①社区は即ち地域社会であって、人々が感
覚で感じる具体化された社会である。②社区とは一つの地域に集まって、互いに直接若しくは間接的に共
通する文化概念、を持って形成する生活共同体である。しかし、いずれも一般的な概念であるが、実際には
中国では法律によって社区が特別に定義され位置づけられている。まず、憲法において社区は次のよ うに
定義される。憲法第111条：社匿とは、都市及び農村の居住民がその居住地域に設立する住民委員会または
村民委員会は居住民の自治機構をいう。
「 ?
?
「 ?
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ヤノレ・キャピタルの特徴を以下のように指摘した。
①「社区j には公共団体が少ない。そして、数少ない団体も娯楽を目的とする団体であ
り、公共テーマに関する自発的な市民社会組織ではない。②市民の「社区j組織に対する
信頼度には大きな差が存在する。市民組織あるいは市民活動を提唱する者は「社区」組織
に対して信頼度が非常に高いが、その一方で、一般市民は「社区」組織に対する信頼度が
低い。③伝統的な隣人関係が希薄になり、住民同士の助け合いが少なくなる。同研究は上
述のような特徴を指摘した一方で、地域住民間の信頼、市民活動への参加状況は本当にそ
の地域のソーシャル・キャピタルを全面的に反映で、きるのかという疑問を残した。最後に、
著者は研究者として国の文化、社会状況を踏まえ、自国には一体どのようなソーシャル・
キャピタルが存在するかを考えるべきだと述べている。
2. 4 ソーシャjし・キャピタルの持つ負の側面について
ソーシャル・キャピタノレは望ましい機能を持つだけで、はなく、「｛也者の排除j 「集団の構
成員の要求が集団外にもたらす外部性j 「個人の自由の限定J「規範の下方平準化J8という
負の影響も挙げられているD 中国での研究もソーシャル・キャピタルの負の側面について、
以下のように論じているD
王華（2004）は現代中国におけるソーシャル・キャピタノレの危機を指摘した。中国にお
ける伝統的な社会ネットワークは血縁と地縁に基づいて蓄積される。ネットワークの内部
は自己を中心にし、自分と関係する者の間には上下、親疎と遠近関係が存在している。そ
して、このネットワークは外部へ延長すればするほど、他人との関係が希薄になる。だが、
社会の激しい変動によって、このような無数のネットワークは壊れつつあり、社会階層の
分化と流動が促進された。人と人のつながりが薄くなり、伝統的なネットワークは以前よ
り縮小された。だが、このような社会ネットワークが縮小されつつも、実際に果たす役割
は大きくなっている。こうして、ネットワーク内部においては信頼が強化され、メンバ一
間の助け合いによって社会資源の再分配が実現された。一方で、このネットワークは他者
を排除する傾向も強くなり、様々な社会問題が生じる。例えば、農村地域における家族勢
力の拡張によって、隣人関係が悪化する。地方保護主義が強くなり、偽物の製造、販売が
増える。人情関係が公共機関に浸透し、汚職事件が多発する。
また、焚平（2004）によれば、ソーシャル・キャピタノレは大学卒業生の就職に対する影
響を益々大きくし、そこから不平等問題が生じるという。中国の大学教育は従来のエリー
ト教育から大衆教育になり、大学卒業生が就職する際には従来のような個人能力の競争だ
けではなく、家庭背景などの要素が多く含まれるようになった。とりわけ、都市部の家庭
は豊かなソーシャル・キャピタルを持つ一方で、農村地域の家庭にはそれがない。統計に
よれば、卒業生の資質能力が同じである場合でも、農村出身の卒業生は都市出身の卒業生
より就職しにくい。中国社会においてはソーシヤル・キャピタルの偏在が不平等の再生を
促：している。
劉林平（2006）は企業ソーシャル・キャピタルの研究において以下のような問題点を指
8糸林義史「ソーシヤノレ・キャピタルと新しい公共性J『文化女子大学紀要 人文・社会科学研究J第 15
巻、 2007年、 pp78盛79
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摘した。企業は社会ネットワークを構築するために、大量の資金を投入する。しかし、そ
の投資は必ず企業の業績を促進するわけではない。ソーシャル・キャピタノレを蓄積するた
めの費用は企業にとって負担になるケースも多く見られる。また、組、延東（2006）によれ
ば、失業者は求職する際に社会ネットワークを活用し、仕事を見付ける。だが、彼らが獲
得した仕事は以前より悪くなる傾向が強い。低階層者が持っているソーシヤノレ・キャピタ
ノレはそもそも少なく、主に親戚、親友などの狭いネットワークに集中している。そのため、
失業者たちはこのような社会ネットワークを利用し、仕事を探す場合に活用できる情報と
資源が少なく、良い仕事を見付けにくくなる。
3 まとめ
1977年、経済学者のローリー（Loury）が、人的資本論に対応するソーシヤノレ・キャピ
タルを定義してからすでに 36年が経過した。現在、ソーシヤノレ・キャピタルは「社会にお
ける信頼・規範・ネットワークj と一般的に認識され、社会学、政治学、経済学、経営学、
教育学などの様々な研究領域の学者に注呂されている。中国においてもソーシヤル・キャ
ピタノレに関する研究も上述の各分野で行なわれている。しかし、数多くの研究は、社会ネ
ットワークに焦点付けられて行なっている特徴がある。換言すれば、多くの研究者は社会
認知の側面より社会構造の側面をより重視し、それを問題視している。このような研究動
向は中国の社会状況を反映していると思われる。
現在、中国においては市場経済の導入による改革が行なわれる中で、社会階層の変動が
激しく、様々な社会問題が発生している。多くの研究者はこのような社会問題に直面し、
どのような合理的解釈をすべきかに悩まされた。ソーシヤノレ・キャピタルという新たな概
念が導入された当初には、多くの研究者が複雑な社会問題を解明できる希望を抱いただろ
う。多義的なソーシヤノレ＠キャピタル概念、を用いて人間関係の希薄問題から社会不平等の
問題まで、すべてが解決できるように思われた。
しかし、私的財の属性が強し 1社会ネットワークを用いて本当に公共問題を解決できるか
どうかについては疑問である。一方、社会ネットワークに着邑して社会問題を分析するこ
とは、より実用的で、その成果は分かりやすい。逆に、ソーシャル・キャピタルの公共性
について深い議論を行なう場合では、市民参加、政府と対等な民間組織、民主主義または
社会体制などの問題により大きな関係を持つだ、ろう。
教育分野におけるソーシャル・キャピタル研究で、は Coleman( 1988）が言及した家庭内
ソーシャル・キャピタルや家庭外ソーシャル・キャピタルに加え、多様なソーシャル・キ
ャピタルが研究対象となっている。露口（2011）はネットワークや信頼の対象を参照し、 4
つのソーシヤル・キャピタノレ次元に整理した。それは、家庭内ソーシャル・キャピタル、
クラスソーシヤル・キャピタル、学校ソーシャル・キャピタル、地域ソーシャル・キャピ
タルである。しかし、中国の教育分野のソーシヤノレ・キャピタル研究で、は主に家庭内ソー
シャル・キャピタルが研究対象とされている。とりわけ、家庭内ソーシャル・キャピタル
量と教育平等の関係についての研究が多いD 日本での関連する研究を見れば、より良い学
校を作り、子供を教育するために、学校や地域のソーシャル・キャピタルも有効に活用し
なければならないと思う。今後、中国においては家庭内ソーシヤノレ・キャピタルのみなら
ず、それ以外のソーシャル・キャピタルも研究対象になるだろう。
???
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